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要約  

・ 先天性心疾患を含めた心疾患患者に焦点を当てた新型コロナ

ウイルスの心臓血管系への負荷について示されている。 

・ 心臓血管疾患を有する患者は、SARS-CoV-2 による COVID-19

罹患率および死亡率のリスクは高い。 

・ COVID-19 に関する管理・戦略として、成人患者および成人心

臓血管疾患患に対するガイドラインを適応することが推奨され

ている。 

・ COVID-19 に関する研究では、先天性心疾患の患者は含まれ

ていない。しかし、先天性心疾患患者は、COVID-19 による合

併症のリスクが高い。 

・ 複雑な先天性心疾患患者は COVID-19 の感染により、機能的

予備能力の低下により、予後不良となるリスクが高い。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 先天性心疾患患者は、重症化するリスクが高い。 

・ リスクが高いことを認識した上で、理学療法介入ならびに患者

教育を行う必要がある。 


